
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

がんと闘う  
今や、がんと闘いながら生活している人は少なくありません。その生活の中で、

何を考えどんな治療方法を選択するのか、悩む人も多いでしょう。今月は、様々な

人々のがん闘病記をご紹介します。 
 

・ボクもたまにはがんになる 三谷 幸喜・穎川 晋 幻冬舎 494.9－ミ 
脚本などで活躍中の著者は、穎川晋(えがわしん)先生と出会い『前立腺がんのイメージを変えたい。』

と思います。告知から治療法の選択、大河ドラマの仕事との兼ね合い、快復についてなどを、時には茶化

しながら、楽観的に医師との対話方式で綴っています。 

・〈いのち〉とがん 坂井 律子 岩波書店 493.4－サ 
５０代半ばを過ぎた著者は、胃腸の不良で病院にかかると、初めは黄疸と診察を受けます。ところが、

いろいろな検査をした結果、膵臓がんの疑い有りと判定されました。そこから、手術を経て患者として

医療を学び、抗がん剤の副作用、転移に直面していきます。 

・ドキュメントがん治療選択 金田 信一郎 ダイヤモンド社 916－カ 
ジャーナリストの著者は、著名な病院に入院していたにもかかわらず、その治療方針に疑問を持ちま

した。コロナ禍の中で、セカンドオピニオンを求めるかたわら、知り合いの医療ジャーナリストにも相

談し情報を集めていきます。その闘病中の病状などを記録したのが本書です。 

・遺すことば 青山 文平ほか 文藝春秋 916－ノ 
サブタイトルに「作家たちのがん闘病記」とあるように、小説家やエッセイストなどの作家が遺した記録です。

がんを告知され、受け入れ、最期の時を迎えるまでに、どのようなことばを記すのでしょう。１７人の作家ごとに、

どの部位のがんに侵されていたのかも記載されています。 

・無人島のふたり 山本 文緒 新潮社 915.6－ヤ 
作家である著者は、がんと診断された時、既に治療法がないほど進行していました。抗がん剤の治療

をあきらめ、夫と相談し緩和ケアを選びます。それからの日々を日記に綴ったのがこの本です。がんの

告知後、作家として『できればもう一度、自分の本が出版されるのが見たい』という感情に駆られます。 

・「生きる」ためのがんとの付き合い方 廣橋 猛 あさ出版 494.5－ヒ 

・再発！それでもわたしは山に登る 田部井 淳子 文藝春秋 786.1－タ 

・妻が余命宣告されたとき、僕は保護犬を飼うことにした 小林 孝延 風鳴舎 916－コ 

・がんに生きる なかにし 礼 小学館  916－ナ 

・僕のコーチはがんの妻 藤井 満・玲子 KADOKAWA 916－フ 

・いま、希望を語ろう ポール・カラニシ 早川書房 936－カ 
 

 

                      

■■ 図書館カレンダー ■■ 
★開館時間 月～土曜日： 午前10時～午後8時  日・祝休日： 午前10時～午後6時 

★休 館 日 第２・第４月曜日（祝日のときは翌日が休館）、資料整理期間、年末年始（12/29～1/3） 

      【７月の休館日】    ８日 (月) 、22日（月） 

【８月の休館日】    13日 (火) 、26日（月）   
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図書館からのお知らせ 
 

● 図書館見学ツアー参加者募集 

■ 日 時  ７月28日（日）午前10時～11時 

■ 対 象  市内在住の小学１年～３年生と保護者 

■ 定 員  ８組（申込先着順）※１組３人まで 

■ 内 容  図書館の説明、書庫などの見学     

■ 参加費  無料 

■ 受 付  ７月10日（水）午前10時から、窓口・電話（425-5200）にて 

 

 

● 図書館１日体験隊参加者募集 

■ 日 時  ７月28日（日）午後０時50分～４時30分 

■ 対 象  市内在住の小学４年～中学生で参加経験のない人    

■ 定 員  ９人（申込先着順）           

■ 持ち物  飲み物、エプロン、小さめの本 

■ 内 容  本の貸出し・返却、本の整理などの体験    

■ 参加費  無料 

■ 受 付  ７月７日（日）午前10時から、窓口・電話（425-5200）にて 

 

 

● 「家読(うちどく)」スタンプラリーを実施します 
■ 期 間  ７月１日（月）～９月30日（月） 

■ 対 象  乳幼児から高校生までとその保護者  

■ 内 容  加古川市内の図書館（室）で本を借りて、スタンプが６個たまったら、

カプセルくじに挑戦できます。当たりが出たら特製シール、大当たりが

出たらシールとプレゼントをお渡しします！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●親子えほんの会（毎月第１金曜日） 
 

日 時 ７月５日（金） 

①午前10時30分～10時45分 

②午前11時～11時20分 

対 象    ①０歳の子どもと保護者 

②１歳から３歳までの 

子どもと保護者 

定 員 各15組（先着順） 

●えほんのじかん（毎月第２・４土曜日） 

日 時  ７月13日、27日（土）午後２時～２時30分 

対 象   ３歳以上の子ども   定 員  30人 

 

●おはなし会（毎月第１・３・５土曜日） 

日 時  ７月６日、20日（土）午後２時～２時30分 

対 象  ４歳以上の子ども   定 員  30人 

すべて開催場所は「おはなしのへや」です。 


